
保団連歯科・記者会見 参考資料 

＜歯科医療提供体制関連資料＞ 

（１）歯科医療機関数 前月比で 149施設減少

厚労省は、2025 年１月末現在の医療施設動態調査を公表した。歯科医療機関数全体

では、前月比で 149 施設の減少となった。減少となったのは、東京の 25 施設減少を

はじめ 35 都道府県となった。開設者別では、個人立が前月比 164 施設減少で、2021
年３月以降で 46 カ月連続減少となった。 
歯科医療機関の減少傾向が継続しており、かねてからの低歯科診療報酬による経営

困難が、この間のコロナ禍による収入減、医療ＤＸや物価高騰による経費増よってさ

らに悪化した結果でもある。個々の診療行為を適正に評価した診療報酬改定や財政措

置などが求められる。

歯科医療機関の窮状は、医療政策上の問題でもあるが、組織対策上の問題でもあり、

併せて組織強化・拡大の取り組みも推進していく。
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（２）歯科医師数の減少

2022年医師・歯科医師・薬剤師統計では、統計依頼初めて歯科医師数が減少に転じた。
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（３）増加に転じた無歯科医師地区（厚労省） 
令和４年度無医地区等及び無歯科医地区等調査によると、無歯科医地区数は、前回調査（令和元年

10 月末日：777 地区）に比べて７地区増加の 784 地区となっている。また、無歯科医地区人口は、

前回調査（令和元年 10 月末日：178,463 人）に比べて 10,184 人増加の 188,647 人となっている。 
因みに医科の同調査は、減少傾向が続いている。 
 

 
 

 
（３）将来の継承の予定 不明・予定なしは約９割 

 
 

「地域の歯科医療提供体制および今後の働き方に関する調査」報告書（日歯・日本歯科総合研究機構・

2025年 3月）より 
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